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令和７年７月２２日 

 

令和６年度 特別の教育課程の実施状況等について 

 

  

学 校 名 管理機関名 設置者の別 

長崎県立壱岐高等学校（外 校） 長崎県教育委員会 公立 

 

１．学校における特別の教育課程の編成の方針等に関する情報 

学 校 名 特別の教育課程の編成の方針等の 

公表 URL 

長崎県立壱岐高等学校 https://www2.news.ed.jp/bunrui/syoukai/katei/70270katei/70270e-

asia/ 

※必要に応じて行を追加すること。 

 

２．学校における自己評価・学校関係者評価の結果公表に関する情報 

学 校 名 自己評価結果の公表 URL 学校関係者評価結果の公表 URL 

長崎県立壱岐高等学校 https://www2.news.ed.jp/bunrui/ 

syoukai/70636sonota/70270hyoka/ 

https://www2.news.ed.jp/bunrui/ 

syoukai/70636sonota/70270hyoka/ 

※必要に応じて行を追加すること。 

 

３．特別の教育課程の実施状況に関する把握・検証結果 

（１）特別の教育課程編成・実施計画に基づく教育の実施状況 

   ・計画通り実施できている 

   ・一部、計画通り実施できていない 

   ・ほとんど計画通り実施できていない 

 

（２）実施状況に関する特記事項 

  ※（１）で「一部、計画通り実施できていない」又は「ほとんど計画通り実施できていない」を選択

した場合は、必ず記載する。 

 ①特別の教育課程に基づく教育を実施するための体制（校務分掌等）について  

標記の教育の実施における体制として、学級担任及び副担任（中国語指導教員を含む）、東アジ 

ア歴史・中国語コース主任で構成した東アジア歴史・中国語コース会を設けている。 

 

 

 

https://www2.news.ed.jp/bunrui/
https://www2.news.ed.jp/bunrui/


   

 

   

 

②指導計画及び授業の内容 

    特別の教育課程に基づく授業を実施するために設定した学校設定教科「東アジア学」において、 

合計８科目（歴史学入門・考古学入門・アジア交流史・郷土史研究・課題研究・基礎中国語・中国 

語会話・中国語講読）を設定した。 

 

③児童・生徒への教育上の配慮等 

    学校設定科目の履修者は少人数であるため、野外実習やレポート作成等の場面において、各生

徒に対し個別指導を行っている。中国語・歴史学ともに授業だけでなく、授業時間以外でも指導を

個々に行っている。また、県からの補助を受けて、「高校生の上海中国語研修」や「歴史学島外巡

検（夏期・秋期）」等の研修事業を実施することで、経済的負担を軽減し、実践経験を積むことが

できている。 

 

 

（３）保護者及び地域住民その他の関係者に対する情報提供の状況 

   ・実施している 

   ・実施していない 

 

  ＜特記事項＞ 

①島内中学校への訪問・説明会を実施  

②県教委主催の離島留学説明会における説明（長崎県内・福岡県で実施）  

③壱岐市と連携した広報の実施  

④学校案内の各種機関への配付 

⑤学校ホームページや学校だより等において、東アジアコース生徒の活躍や行事等を紹介 

  ＵＲＬ：http://www2.news.ed.jp/section/iki-h/  

⑥年１回の東アジアコース紀要の発行と関係学校・機関への配付  

⑦地元ケーブルテレビや新聞等、各メディアへの出演や掲載  

⑧東アジア歴史・中国語コース宿泊体験・体験入学（８月・１１月）の実施  

⑨課題研究や教育活動の発表 

 

３． 実施の効果及び課題 

（１）特別の教育課程の編成・実施により達成を目指している目標との関係 

    本特例は歴史学や考古学、中国語を深く学ぶことができるよう少人数で教育を行うものである。

実際には以下のような成果が上がっている。 

①中国語スピーチコンテストや歴史論文コンクール等各種大会での入賞  

②中国語検定等、各種検定資格の取得  

③上海外国語大学や国内大学の歴史学科・中国語学科系統への進学  

④中国語を生かした一般企業への就職 

http://www2.news.ed.jp/section/iki-h/


   

 

   

 

 

 

（２）学校教育法等に示す学校教育の目標との関係 

   本特例を実施している本校の東アジア歴史・中国語コースでは、地歴・公民や中国語などの学習

において優れた効果が上がっている。一方で単位数が少ない数学や理科において学力が十分ではな

いという課題もある。また、１年次から東アジア学である「歴史学入門」「基礎中国語」を開講する

関係で必履修科目である「地理総合」を３年生で履修することになっている。 

 

４．課題の改善のための取組の方向性 

本コースへの入学者はここ数年間、概ね１０名前後で一定している。一方で、担任や副担任を複数

配置することで、生徒に対するきめ細かな指導ができている。具体的には学校設定科目の実施によ

り、歴史学では島内島外巡検、中国語ではネイティブの中国語講師による授業や長崎県立大学教授に

よるオンライン講義など充実した教育活動が行えている。今後は、本コースをさらに充実させるため

に、今まで以上に生徒へのサポート体制や教職員の連携を発展させていく必要がある。 

また、本コースは地域の特色を活かした教育活動を行っているため、地元中学校からの入学者も募

集しているがここ数年、各学年に２～３名と少ないことが課題である。地域創生を念頭に、より充実

した情報発信に努め、学校説明会や体験入学などで入学希望者の理解を深めながら、入学者数の増

加、特に地元中学校からの入学者の確保を目指していく。なお、歴史学、中国語の両方で、高い教育

活動の成果や進学実績を収めているため、この点も外部に積極的に発信していくべきであると考え

ている。このことに加え、巡検や上海中国語研修など本コース特有の授業実践や研修内容はホームペ

ージ等で引き続き、工夫を重ねながらより魅力ある発信となるようにしていきたい。 

最後に、単位数が少ない数学に関しては、令和７年度入学生から数学Ⅰと数学 A を履修すること

として、大学入試に対応できるように改善した。 

 


